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※一般に公表されますので、記載内容、画像については、プライバシー、著作権等に関する配慮をお願いします。
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（活動テーマの分類が複数ある場合は、申請事業に最も該当するテーマにしてください）
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活　　動　　風　　景

通学型通信制高校の見学 発達障がい・不登校について考える情報交換会 わかった!を見つける夏の学習会

助成金額

　338,000円
〒 420-0945

（住所）静岡市葵区桜町1-17-28-3

（団体名）特定非営利活動法人子育てサ－クルネットしずおか

（ホームページ）：http://www.co-net-shizuoka.jp/
助成期間

H29.9.1～H30.8.31

2017年度 ドコモ市民活動団体助成事業　終了報告書
2018年9月25日

活動名 困難を抱えるこどもの居場所づくりと親子支援事業

特定非営利活動法人子育てサ－クルネットしずおか

子どもの健全な育成を支援する活動

①不登校・ひきこもり・社会的自立支援活動

■実施スケジュール結果

■得られたノウハウの共有・発信

　学校側からは、なかなか得られない民間情報を、様々

な形で提供でき、不登校、発達障害の問題を、当事者

のみでなく、子どもの支援者や、先輩保護者なども交

え、一緒に考える機会となり、これからの子どもの支援に

どう連携していけばいいか考える、意義のある事業となっ

た。

　同時に、課題も見えてきた。学校関係者や、公共機

関など広範囲に、案内、PRができたが、不登校、発達

障がいといったデリケ－トな子どもの問題であることから、

特に、「夏の学習会」、「保護者の情報交換会」では、

申し込みが予想以上に少なく、応募者のプライバシ－保

護の保障を十分に配慮し、安心して参加しやすいよう、

もう一度検討する必要がある。チラシに、あからさまに「不

登校・発達障がいの子ども対象」と載せることも不振感、

不安感につながりやすく、チラシ作成の見直しと工夫を

更に検討していきたい。

不登校、発達障がいの問題を抱える子どもとその保護者に、必要な情報を提供し、子どもの将来の選択肢を広げると同時に、行き場所の無い

子どもが大人との接点を持ち、子ども自身が人と関わり、見守られる喜びを知る機会とする。

第一回ミ－ティング(事業全体の打ち合わせ)

通信制高校の体験・見学会

第二回ミ－ティング(事業内容の確認と役割分担)

第三回ミ－ティング(関係機関への依頼、広報などについて)

子どもの問題を抱える保護者の情報交換会

夏の学習会(全３回)

ミ－ティング(事業の振り返りと、今後への活動について)

■活動目標

■得られた成果と今後の課題 ■受益者や地域社会の変化

　発達障がい親の会とのつながりができ、今後に向けて、

互いの情報交換や、事業の協力・連携の体制を作る一

歩となった。

　地域には、乳児期から思春期までの子どもの支援に関

わる民間団体、支援機関が多く存在していることを知り、

将来、そういった支援者、支援団体の情報マップを作成

し、寝求めている保護者や教育現場などに配布すること

を、今後めざしていく。

　今回の事業を進めるにあたって、関心のあるボランティア

を募集したため、様々な方面からの人材が集まり、それぞ

れの得意な分野で、子どもたちの支援活動に関われるよ

うな、新たな企画を模索中である。子どもの悩みを持つ保

護者に対して、必要な支援団体や機関に繋げ、孤立す

ることを防ぎ、一緒に考え、解決していく支援体制ができ

た。次回実施に向けて、ネットワ－クの構築をし、1団体

で企画するのではなく、民間、行政との協力・連携のも

と、早期に検討していきたい。

　後援申請を通して、教育委員会や、子育て支援の行

政の部署とのつながりができ、市内の公民館、図書館、

保健センタ－、児童館、子育て支援センタ－、障害者

支援センタ－などの公共機関に全配布を依頼できた。

同時に、学校現場に、対象の生徒の保護者へのチラシ

案内と、スク－ルカウンセラ－､教育相談員への告知も

可能となったことで本事業を広く知ってもらうことができ

た。学習指導の経験のないスタッフも加わり、今回の経

験を自信に繋げ、更に指導者としてのスキルアップ研修

も行いながら、と学習支援事業を展開できたらと考える。

■長期成果
今回の事業を生かし、更に工夫をしながら、地域の支援者と協力・連携をし、単発ではなく、定期継続的に行う「学習会」と「保護者親の会」の

立ち上げをめざす。

■各スケジュールごとの活動内容■活動結果（概要）

●発達障がい、不登校生を積極的に受け入れる通学型通信制高校

の実際の授業を保護者や生徒が見学をし、さまざまな進路の選択肢

があることを知る。学校関係者、支援機関の担当者にも参加しても

らった。

●同じような悩みを持つ保護者同士の情報交換会では、互いに話す

ことで楽になったり、先輩保護者の体験談を聞くことで、子どもとどう向き

合っていけばいいかを知る機会となった。

●夏の学習会では、不登校生や、勉強したくても学校にいけない子ど

もや、夏休みの宿題をひとりで困難な子どもたちなど、指導者が寄り添

い、一緒に解き、学ぶ喜びを知ったり、参加者同士で、話しをする場面

もできた。

●H30.9.1

●H29.9.26

●H30.6.1

●H30.7.2

●H30.8.2

●H30.8.12~14

●H30.8.20


